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研究成果の概要（和文）：近年の選択的注意の研究では，情報のカテゴリやモダリティに応じた注意資源の存在を示す
成果が得られている。しかしながら，感情情報に対する注意資源の特性については十分な検討が行われてこなかった。
そこで，本研究課題は，感情情報に対する注意資源が，感情価の方向性（ポジティブ／ネガティブ）により区分されて
いると想定する感情価ベースの注意資源仮説を設定し，その検証に取り組んだ。
実験心理学的手法と認知神経科学的手法を併用した実験結果から，感情情報に対する注意資源は，感情価の方向性では
なく，感情価の強さにより規定される可能性が示された。この結果は，感情価普遍的な注意資源の存在を示唆するもの
である。

研究成果の概要（英文）：The latest research on selective attention has shown category- or modality-based 
attention resource, which is theorized as the specialized cognitive load theory. Those research have 
focused on visual or verbal attentional resource; however, few studies have investigated the resource for 
emotional information. The present study proposed the valence-based attentional resource for emotional 
information in which attentional resource is separately equipped based on emotional valence (i.e., 
positive or negative), and tested the hypothesis using the methods established in fields of experimental 
psychology and cognitive neuroscience.
The results showed that attentional resource for emotional information is limited by not emotional 
valence but emotional intensity, meaning valence-general attentional resource.
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１．研究開始当初の背景 
近年の選択的注意の研究では，情報のカテゴ
リやモダリティに応じた注意資源の存在を
示す結果が得られている。例えば，キムらの
研究では，言語性の注意資源と空間性の注意
資源が別々に存在することが実証されてい
る（Kim et al., 2005)。また，パクらは，視
覚情報のカテゴリに応じた注意資源が存在
することを発見した。それでは，感情情報に
対する注意資源はどのような要素により規
定されているのだろうか（Park et al., 2007)。
ルドゥーは，感情研究において，生存と繁殖
を第一に考えることの重要性を，近年のレビ
ューで唱えている（LeDeux, 2012）。つまり，
全ての動物が備えている原初的特性にフォ
ーカスすることで，感情がどのようにして形
成されるのかを，生物学的に解明することが
できるということである。 
 
２．研究の目的 
上記の背景を踏まえ，本研究は，多くの動物
に共通してみられる感情価（快－不快）の軸
に焦点を当て，感情情報に対する注意資源も
また，感情価ベースで規定されている可能性
を検討した。この仮説は，ラッセルが提唱し
た感情の次元モデルと報酬（快）処理を担う
神経基盤と恐怖（不快）を回避するための神
経基盤が部分的に独立していることを示す
生理学モデルをベースとして設定されてい
るという点で，検討する価値が十分にある
（Russell, 1980）。本研究では，実験心理学
的手法と認知神経科学的手法を用いて，感情
価ベースの注意資源仮説の検証に取り組ん
だ。 
 
３．研究の方法 
本研究では，感情価ベースの注意資源の存在
を明らかにするために，感情性ワーキングメ
モリ課題と感情ストループ課題を同時に遂
行する二重課題法を用いた（図１）。感情性
ワーキングメモリ課題を用いてポジティブ
あるいはネガティブ情報に対する注意資源
を枯渇させ，この操作が，感情ストループ効
果に与える影響を検討した。正および負の感
情情報に対する注意資源が独立して存在す
るのであれば，正の感情負荷が与えられる状
況では正のストループ効果が減少し，負の感
情負荷が与えられる状況では，負のストルー
プ効果が減少するはずであるという実験仮
説を立て，その検証に取り組んだ。感情スト
ループ効果の指標としては，同課題の遂行時
に活動を示す前部帯状回の腹側部（ventral 
part of the anterior cingulate cortex; 
vACC）の活動値を用いた。したがって，感情
価ベースの注意資源が存在するのであれば，
正の感情負荷の状況下では，正のストループ
課題遂行時に vACC の活動が低下し，負の感
情負荷の状況下では，負のストループ課題遂
行時に vACC の活動が低下することが予想さ
れた。 

４．研究成果 
感情負荷の方向性（ポジティブ vs. ネガテ
ィブ）と強度（強 vs. 弱）を操作し，ポジ
ティブおよびネガティブの感情ストループ
課題に対する影響を測定したところ，感情負
荷の方向性に関わらず，感情価強度の高い条
件においてvACCの活動低下が認められた（図
2）。つまり，ポジティブな感情価であろうと
ネガティブな感情価であろうと，その強度が
上昇すると，感情ストループの効果が弱まる
ことが示されたのである。これは，感情価ベ
ースの注意資源仮説と相反するものであり，
感情価に普遍的な注意資源が存在すること
を示唆するものである。すなわち，感情情報
に対する注意資源は，ポジティブな感情価と
ネガティブな感情価で共有されており，いず
れかの情報により感情注意資源が消費され
ると，続いて出現する感情情報が処理されな
くなると考えることができる。この注意の特
性を踏まえて気分障害を捉え直すことで，そ
の病態解明と効果的な治療法の開発につな
げることができるかもしれない。 
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